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工業（放射線加工） 

RAS1014 工業応用と環境保全に向けた高度グラフト材料の開発のための放射線加工 

量子科学技術研究開発機構 量子ビーム科学部門 研究企画部 次長 玉田 正男 

 

放射線加工技術は、ボタン電池用隔膜、耐熱性被覆電線、衝撃吸収高分子発泡シート、

高品質・高信頼性ラジアルタイヤ、高燃費ジェットエンジン用タービンブレードなど身の

回りの製品に活用され、放射線が道具として用いられ実用化に至っている（図１）。 

本プロジェクトの主要技術である放射線グラフト重合は放射線加工技術の一つであり、

果樹園での接ぎ木のように放射線の作用を活用して汎用のポリマーに新たに機能を有

する化学構造を接ぎ木することができる（図２）。この手法により、抗菌などの新機能を持

つ材料や特定の元素などを捕まえる捕集材の合成が可能となる。 

本プロジェクトの目的は「放射線グラフト重合による工業応用に向けた、膜、ゲル、繊維な

どの形状の先端材料開発」と「放射線グラフト材料を用いた有害元素や化合物の除去に

よる環境汚染の軽減」であり、図３に示す会議、トレーニングコースが開催された。バング

 
図 1 身の回りにある放射線加工技術 

 
図 2果樹園の接ぎ木（グラフト）と放射線加工でのグラフト重合 
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ラディシュ、中国、インド、インドネシア、日本、マレーシア、ミヤンマー、パキスタン、フィリ

ッピン、韓国、スリランカ、タイ、ベトナムの 13カ国が参加国した（図４）。 

これらの国々が報告会やトレーニングコースに参加することで、開発の現状が共有され、

効果的・効率的に研究開発が進展した（特許（27）、論文（85））。トレーニングコースでは、

グラフト重合関連の人材育成が進展し、放射線グラフト重合のプロトコル作成によって、

新たな人材の参入が促進された（図５）。 

 

 

 

 
図４ RAS1014延長プロジェクト最終評価会議の参加者 

（2016年 11月 28日〜12月 2日量研高崎にて） 

 

図３ 工業応用と環境保全に向けた高度グラフト材料の開発のための放射線

加工（RAS1014）の活動 
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先端材料開発では、抗菌パッケージ、土壌改良用超吸水材、バイオディーゼル合成触

媒など（図６）が、環境汚染の軽減のために廃水中の染料、鉛、クロムなどを除去できる

捕集材（図７）が開発された。 

 
図５ RAS1014活動の成果 

 
図６ 放射線グラフト重合によって開発された主な先端材料開発 
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グラフト重合で作製した捕集材の特長は処理速度が市販の捕集材に比較して著しく大き

いことである。グラフト捕集材と市販捕集材を比較した場合、グラフト捕集材の方が市販

捕集材に比較して２千倍高速に処理可能である。その特長を活かして、日本ではシリコ

ンウエハーの洗浄液の高純度化やセシウム除去のための補集材が実用化された（図８）。 

 

図７ 放射線グラフト材料を用いた環境汚染軽減用捕集材 
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2019 年から開始した「水処理のための放射線グラフト材料の開発とスケールアップ

（RAS1023）」では、トレーニングコース等により実験室規模からベンチスケールへのスケ

ールアップに関するノウハウを習得し、放射線グラフト材料を用いた廃水処理のデモンス

トレーションを行うことで技術移転の推進を目指している（図９）。 

 

図８ グラフト重合で作製した捕集材の特長 

 
図９ 工業利用分野における今後の展開 


